


















“教” ＋｛ “我椚” ＋ “漢語” ｝














“賜” ＋｛ “我等” ＋ “記” ｝


















本稿の調査対象に含まれる動詞では“与” “賜” “授” “施" "加”が該当する。

























































































































































































































長者” （優） “諸子” （劣）
(9) "施” 64施主” （優） “衆生” （劣）
























































(2) "与” "直” （金銭） 賜与















“以” ＋ “天下” ＋ “与” ＋ “人”































“施” ＋ “仁政” ＋ “於” ＋ “民”
動詞 直接賓語 介詞 間接賓語
『法華経』文中では②の用例は存在せず、それは戸田1965：88によって確認
されている。その他の仏典についても結果は同じであり、②の用例は全く発見
できなかった。
但し、①で用いた介詞“以”を直接賓語に前置させた表現との共起という形
では、②も成立している。そのような用例を次に挙げる。
00TO9-0046C(『法華経』）
(104)
六朝訳経の文体に見られる双賓構造の特徴（椿）
是人以一切、樂具施於四百万億、阿僧祇世界、六趣衆生、又令得阿羅
漢果。
是の人一切の樂具を以て四百万億阿僧祇の世界の六趣の衆生に施
し、又阿羅漢果を得せしめん。
⑰TO9-0056C(『法華経』）
是菩薩、能以無畏、施於衆生。
是の菩薩は能く無畏を以て衆生に施したもう。
06では直接賓語“一切楽具”に“以”が前置されて動詞“施”と間接賓語
“四百万億、阿僧祇世界、六趣衆生”が後方に置かれ、⑰では直接賓語“無畏”
に“以”が前置されて動詞“施”と間接賓語“衆生”が後方に置かれている。
仮に文中で“以～於～”が使用された部分の形式を｛動詞十間接賓語十直接賓
語｝に改めた場合、06ならば“是人施四百万億阿僧祇世界六趣衆生一切楽具"、
伽ならば“是菩薩能施衆生無畏”となる。
牛島1964：5は「述語十賓語十賓語」つまり本論の例文(1)～⑬で用いられた
形式を双賓語形式、 「述語十賓語十（於）＋補語」つまり本章の②に当たる形
式を補語成分形式と呼称し、前者は「(物を）貸す」場合、後者は「(物を）借
りる」場合に使用されると指摘している。また、「借りる」と同類の行為に含
まれる「返す」「託す」「入れる」等を示す動詞も補語成分形式には使用される
とも記している。言い換えれば、双賓語形式では、受け手となる間接賓語の存
在はあまり重視されず、その明確化が求められる場合には、介詞“於”が前置
されて文全体の補語成分となり、②が成立するのである5)O
また、動詞の中には同じ内容の中で二つの形式の何れに於いても述語となり
得る種もあるが、そのような動詞は、元来は使用範囲を補語成分形式に限定さ
れ、後に双賓語形式でも使用を認められた過渡的な存在であったとも述べられ
ている。06⑰の“施”はこれに該当するが、既述のように双賓語の述語として
使用された例は少なく、 (8)(9)は非常に珍しい用例と判断すべきである。
(105)
六朝訳経の文体に見られる双費櫛造の特徴（椿）
4．おわりに
仏教や道教等の新しい学術思想が導入された六朝時代は、漢語発展の上でも
既述のように口語の普及が始まった重要な時期に当たる。その状況を探るため、
本稿では当時の語法規則が保存された資料として仏典を採用し、双賓構造の特
徴について考察した。
その結果、直接賓語と間接賓語の優劣関係では、動詞との緊密性の濃厚な直
接賓語が優勢であると認められ、補助的な用途を含む語彙として間接賓語が後
続されたと解釈された。また、間接賓語に強調の必要がある場合には、介詞
“於”を前置させて全文の補語とする形式により、類似の内容が表現されるこ
とも判明した。
以上のように、賓語として動詞に後続する語蕊は、書き手が求める強調の程
度に基づいて配列され、その表示効果の解明は、全体の文意を正確に理解する
ために必要な条件となる。双賓構造のみならず、六朝訳経の文体に含まれる多
くの表現について、古典漢語の語法規則に従い分析を進めていくことを今後の
課題としたい。
<注〉
l)文中の「賓語」に当たる語錐には、我が国では「目的語」「客語」「賓辞」等、中国
でも“止詞” “客詞”等複数の名称が適用されている。本稿では、中国の文法研究
に於ける使用状況を尊重して“賓語”を用いる。
2）太田1964：16では『論語』が調査資料となり、仮に賓語が単独の場合でも意味的に
は直接と'61接の区別があると指摘されている。また、牛島1967：43では「史記』が
調査資料となり、寶語成分と補語成分が述語の補足部分になると認められた上で、
両成分の特徴について述べられている。賓語成分に関する部分は、更に賓語の単独
使用と連接使用に分かれ、双資語に関する記述は後者に含まれている。
3）各例文の直前には、『大正新Wf大蔵経』（全83巻,1925年初版，大正新脩大蔵経刊行
会）の中で該当部分が記された巻数と頁数を付した。また、参考として「訓訳妙法
蓮華経井開結』 （井上四郎編輯， 1957年初版，平楽寺書店)、『浄土三部経（上)』
（106）
六朝訳経の文体に見られる双賓構造の特徴（栫）
（中村元他訳， 1963年初版，岩波書店)、『同（下)｣ (1964年初版)、「金剛般若経
（仏典講座6）』 （梶芳光運著， 1972年初版，大蔵出版）に見られる書き下し文も例
文の直後に掲示した。
4）先行研究では、賓語の分類が動詞の発生地点からの距離に艦づくこともあった。朱
徳煕1982:118は、人物を表現する資語（本稿では間接賓諦）を“近賓語"、事物を
表現する賓語（直接賓語）を“遠賀粥”と呼んでいる。
5）馬建忠著『馬氏文通』（清）では、賓語に対して“転調” “止詞”という呼称が使用
され、 嘆転詞”が行為の帰属または行為の対象に当たる人物や場所になる場合は、
"於”を前撤させて“止詞”に後続させると記されている。
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